
弊社では『三方よし』の精神で、「お客様」はもちろん、「従業員」「地域社会」から
愛される経営を実現するために、CSR活動に力を入れています。

今後もステークホルダーの皆様との絆を育み、社会とともに持続的な成長を続けて
まいります。
皆様からのご意見・ご感想をお寄せいただき、今後のCSR活動ならびに持続可能な
開発目標 (SDGs) に沿った活動を充実させていただきたく存じます。
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1. 技術研鑽への取り組み

2019
年度

(令和元年度)

1. 人材育成・教育 (社内教育 )

「ポストテンション方式での上部工でなぜPC鋼材が弧を描くように配置されているのかが分かりました。」

「吊り橋やアーチ橋は、吊っているケーブルやアーチ状の部分がメインで力が働いていることが分かりました。」

「鋼桁の構造について詳しく聞くことができ、大変勉強になりました。」

4月より、幅広い知識と経験を有する方を技術顧問として迎え、定期的に社内教育を実施しています。
勤務時間内に演習時間を設け、資格取得に向けてサポートしています。技術士第一次試験に受験者全員合格しました。

2. 人材育成・教育 (外部研修 )

「多様化社会において、求められるリーダーシップ像や環境づくりを学ぶ
ことが出来ました。」

「今までの考え方や価値観が変わり、自分の働き方を見直すきっかけにな
りました。」

「BIM/CIM関連は、どんどん新しいソフトや機器が出来てくるので、常に
情報のアンテナを張っていく必要性を感じました。」

今年度は社員1人あたり9回以上、延べ77回の外部講習に参加しました。

3. 名古屋市ワーク・ライフ・バランス推進企業認定

平成31年1月、今までの取り組みが認められ、名古屋市から「名古屋市ワーク・
ライフ・バランス推進企業」に認定されました。
これからもしっかりと社員とともに成長し、お客様だけでなく社会全体から支持
され未来に選ばれる会社を目指してまいります。

「日々進展する技術に並行し弊社の技術力もアップデートし続けること」「お客様満足度の向上を通じて社会貢献すること」を念頭に置いて、研鑽を
重ね、技術力の向上に努めています。
今年は技術顧問を迎え、今後さらに需要が広がる床板取替案件への体制づくりを行いました。
2020年4月までに社員を増員(前年比+4名)し、より皆様のニーズにお応えできる体制を整えて参ります。

5.FC岐阜
2014年からFC岐阜への協賛を継続的に行っています。
今シーズンは試合だけでなく、イベントや地域活動で活躍するマスコットキャラクター「ギッフ
ィー」のユニホームパンツに協賛しました。
老若男女から愛されるギッフィーと一緒に地域を盛り上げました。

「コンクリート橋だけでなく鋼橋のことも知ることで、橋に作用する力や各部材の分担知ることができ、橋梁上部工についての理解を
深めることが出来ました。」

「ゴムなどの材料特性をより設計に反映できるようになりました。」

「データを2D→3D→クラウド管理していくと皆でデータを共有できました。工数やコストの削減・働き方改革にも繋がっていると思います。」

2.BIM/CIM案件の増加

PC構造物を得意とする弊社ですが、昨今BIM/CIM関連の需要の高まりを受け、
計画や施工的要素の高いモデルの作成についてもお問い合わせをいただく機会
が増えました。3次元モデルにより、問題点を分かりやすく洗い出します。
また、名古屋市で開催されたPCシンポジウムにて、実際の工事で行った
BIM/CIM事例をご紹介させていただきました。

1. インターンシップ (高校生 )
今年も4日間、3名の高校生をインターン生として受け入れました。座学では橋の構造を解説し、
実習では3D-CADを使って橋梁の部分の作成を行いました。
また、スポンサードしているFC岐阜の運営ボランティアも一緒に参加しました。初対面の方々と
作業することで、自分の考えや気持を正確に伝える大切さを実感し、助け合いながらいかに早く
作業を終わらせるか、という楽しさと充実感を感じてもらうことが出来たと思います。

2. インターンシップ (大学生 )
芸術系学部を専攻している学生に会社パンフレットやリーフレットなどを作成してもらい、学校
で学んでいることを企業活動内で実践してもらいました。多方面から評判も良く、普段の学びを
存分に発揮してもらいました。

3. ツタワルドボク
自ら土木の意義と魅力を伝える思いに賛同し、「一般社団法人ツタワルドボク」の法人会員に入会しました。
弊社も橋梁の設計を通じて、共に学び・共に育つ仲間を増やしていきたいと考えています。

4. クラウドファンディング
土木を専攻している学生が企画した、世代を問わず誰でも楽しめる夏フェス「みらおと2019」へ
支援いたしました。
従業員の地元で開催され、初めて知ることもあり、改めて地元の良さを感じたようです。
ゆかりのある地域と関わることで、より一層社会とつながることを意識しいていきたいと考えて
います。


